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前
町
長
時
代
か
ら
の

　
　

積
み
残
し
の
課
題

過
去
の
議
論
を
踏
ま

え
積
み
残
し
の
課
題

を
順
次
伺
う
。
先
ず
は
自
治

基
本
条
例
、
制
定
す
る
の
か

否
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
十
分
な
議
論
が
必

要
。
現
時
点
で
は
検
証
に
止

め
、
制
定
す
る
予
定
は
な
い
。

職
員
の
人
事
異
動
、

発
令
日
に
配
置
完
了

す
る
の
か
否
か
。

新
年
度
ス
タ
ー
ト
と

も
に
新
し
い
職
員
配

置
体
制
が
完
了
し
て
い
る
こ

と
が
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
こ

と
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

早
期
の
異
動
内
示
に
努
め
る
。

新
た
な
行
革
大
綱
、

別
途
策
定
す
る
の
か
。

平
成　

年
度
を
目
標

２９

と
し
て
、
新
た
な
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
す
る
。

旧
東
陵
中
校
舎
の
利

活
用
、
検
討
の
進
捗

状
況
は
。

有
効
な
利
活
用
策
が

見
出
せ
ず
に
い
る
。

取
り
壊
し
な
ら
２
億
円
程
度
。

情
報
収
集
に
努
め
、
早
期
の

利
活
用
策
を
見
出
し
た
い
。

利
活
用
策
、
新
幹
線

雪
害
対
策
試
験
が
終

わ
る
平
成　

年
７
月
ま
で
に

３０

は
、
き
ち
ん
と
結
論
を
出
す

べ
き
。

平
成　

年
ぐ
ら
い
ま

３０

で
に
は
、
何
ら
か
の

方
向
は
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

西
江
町
長
が

　

明
言
し
て
い
る
課
題

副
町
長
２
人
制
、
新

年
度
に
実
現
可
能
か

否
か
。

国
の
地
方
創
生
人
材

派
遣
制
度
に
基
づ
き
、

第
１
希
望
に
国
土
交
通
省
、

第
２
希
望
に
総
務
省
、
第
３

希
望
が
経
済
産
業
省
。
実
現

に
向
け
努
力
す
る
。

２
人
目
の
副
町
長
は
、

誰
で
も
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
戦
略
的
に
。

国
交
省
か
ら
、
も
し
く
は
総

務
省
か
ら
に
こ
だ
わ
る
べ
き
。

特
に
国
土
交
通
省
に

対
し
て
事
前
に
要
望
、

今
後
と
も
派
遣
を
要
請
す
る
。

間
口
雪
処
理
、
検
討

の
進
捗
状
況
は
。

関
係
部
局
及
び
関
係

機
関
等
と
の
検
討
会

を
立
ち
上
げ
、
民
間
間
口
除

雪
の
状
況
等
を
参
考
に
検
討

す
る
。

町
民
の
悩
み
の
最
大

公
約
数
は
雪
問
題
だ

と
思
う
。
先
ず
は
間
口
雪
処

理
、
本
当
に
即
、
取
り
組
む

べ
き
。

関
係
者
と
協
議
し
な

が
ら
し
っ
か
り
取
り

組
む
。

新
年
度
以
降
の

　
　

新
た
な
取
り
組
み

主
権
者
教
育
の
推
進
、

横
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認

識
、
果
た
す
べ
き
役
割
、
具

体
的
な
効
果
は
。

主
権
者
と
し
て
社
会

を
生
き
抜
く
力
や
、

地
域
の
課
題
解
決
を
、
社
会

の
構
成
員
の
一
員
と
し
て
、

主
体
的
に
担
う
こ
と
が
で
き

る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
と
認
識
。
各
種
選
挙
に
お

け
る
投
票
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
継
続
。

高
校
２
年
生
を
対
象
に
選
挙

啓
発
出
前
講
座
を
開
催
、
生

徒
は
興
味
深
く
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

同
様
の
認
識
。
学
校

と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。
学
校
生
活

を
一
人
一
人
が
主
体
と
な
っ

て
つ
く
っ
て
い
く
経
験
を
す

る
こ
と
は
、
将
来
、
実
社
会

に
出
た
と
き
に
も
生
き
て
く

る
。

同
様
の
認
識
。
教
育

委
員
会
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、

取
り
組
み
を
進
め
る
。
自
立

に
向
け
て
必
要
と
な
る
能
力

や
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
に
、
キ
ャ
リ
ア
発
達

を
促
す
。ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
を

推
進
す
べ
き
、
現
状

認
識
と
新
年
度
以
降
の
取
り

組
み
は
。経

費
削
減
が
期
待
で

き
る
。
新
年
度
以
降

も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
踏
襲
し
、
新
た
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
の

か
検
討
す
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の

活
用
、
社
会
教
育
施

設
を
順
次
移
行
す
べ
き
。

移
行
に
向
け
た
具
体

的
な
検
討
を
し
て
い

る
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
収
益
性
、
効
率
的
・
効

果
的
な
管
理
運
営
が
見
込
め

る
施
設
に
お
い
て
は
、
教
育

委
員
会
と
も
協
議
し
な
が
ら

積
極
的
に
取
り
組
む
。

旭
ケ
丘
公
園
全
体
の

更
な
る
見
直
し
、
改

善
策
、
再
整
備
計
画
も
踏
ま

え
、
指
定
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
、
是
非
検
討
す
べ
き
。

施
設
の
あ
り
方
含
め
、

指
定
管
理
者
に
つ
い

て
も
更
に
検
討
を
深
め
て
い

く
。

全
体
を
通
し
て
言
い

た
か
っ
た
こ
と
は

「
町
長
の
言
葉
の
重
み
」
と

い
う
こ
と
。
自
分
の
言
葉
に

責
任
を
持
つ
。
守
れ
な
い
約

束
は
し
な
い
。
問
題
が
起
き

た
と
き
、
部
下
の
せ
い
に
し

て
ト
ッ
プ
が
逃
げ
る
よ
う
な

こ
と
は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

　

再
認
識
し
つ
つ
今
後
も
尽

力
を
。
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